
＊緑の葉と水の雫をモチーフにした守山ブランドのロゴマークです。
　小さな活動が種となって、大きく育つ「守山」をイメージしてタイトルをつくりました。

守山市遺族会が新たなパンフレットを発行
パンフ制作や看板設置などで平和を訴え

戦争の記憶を、記録に残して後世へ戦争の記憶を、記録に残して後世へ

　守山市遺族会（山
やま

川
かわ

 芳
よし

志
し

郎
ろう

 会長）は太平洋戦争で犠牲になった人の遺児を中
心に、戦争の記憶を語り継ぎ、恒久平和をめざす活動を続けています。
　遺族会は毎年この時期に遺品を展示する「平和のよろこび展」を開催している
ほか、昨年には「守山空襲」についての記憶と語りを集約したパンフレットの発行
や、守山駅前総合案内所に看板を設置しました。この活動から、立田町、幸津川
町周辺の住民から新しい記憶と証言が掘り起こされ、このほど「残された戦争の

記憶（立田証言集）」と題した新しいパンフレットが制作されました。
　戦時中に守山市は空襲を受けましたが、遺族会のメンバーの高齢化が進
み、その記憶が失
われてしまう懸

念から、パンフ
レットや看板
などの記録と
して後世に残

すことに力を入
れています。

はなしの
タネ

駅前総合案内所に「守山空襲」看板設置（令和2年）

新
た
に
完
成
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
紹

介
す
る
山
川�

芳
志
郎

遺
族
会
会
長

★
平
和
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

　
戦
争
の
悲
惨
さ
、平
和
の
尊
さ
を
次
世
代
へ
語
り
伝
え
る
た

め
、市
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

〈
平
和
の
よ
ろ
こ
び
展
〉

　
時 

８
月
６
日（
金
）ま
で
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
（
最
終
日
は
正
午
ま
で
、火
曜
日
休
館
）

　
所 

市
民
ホ
ー
ル 

展
示
室

　
他
詳
し
く
は
、「
広
報
も
り
や
ま
」7
月
15
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
平
和
を
誓
う
つ
ど
い
〉（
手
話
通
訳
あ
り
）

　

 

時 

８
月
６
日（
金
）午
前
８
時
５
分
～
９
時

　
所 

市
民
運
動
公
園 

平
和
の
広
場

　
内
広
島
の
原
爆
投
下
時
刻
に
合
わ
せ
て
黙
と
う
を
捧
げ
、恒
久
平
和
を
願
い
ま
す
。

※
平
和
の
火
か
ら
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
の
種
火
を
採
取
し
ま
す
。

〈
平
和
の
鐘
〉�

　
時 

８
月
15
日（
日
）正
午
～

 　
内 

守
山
市
仏
教
会
加
盟
の
寺
院（
１
１
１
寺
）が
一
斉
に
鐘
を
鳴
ら
し
、平
和
の
尊
さ
を
知
ら

せ
ま
す
。

★
平
和
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設

置
し
て
い
ま
す

　
市
民
運
動
公
園 

平
和
の
広

場
に
、「
広
島
被
爆
石
」と「
長
崎

被
爆
２
世
柿
の
木
」を
設
置
し

て
い
ま
す
。核
兵
器
廃
絶
へ
の
願

い
と
、未
来
永
劫
に
わ
た
っ
て
平

和
を
求
め
る
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

問
人
権
政
策
課　
☎
・
有（
５
８
2
）1
1
1
6　
5（
５
８
2
）0
5
3
9

長崎被爆２世柿の木

広島被爆石

　
広
島
、長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
時
刻
や
終
戦
記
念
日
に
、家

庭
や
職
場
、地
域
で
１
分
間
の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

広
島
原
爆
忌	

	

８
月
６
日（
金
）午
前
８
時
15
分

長
崎
原
爆
忌	

	

８
月
９
日（
月・休
）午
前
11
時
２
分

平
和
を
祈
念
す
る
日	

８
月
15
日（
日
）正
午

平
和
の
祈
り

平
和
の
祈
り

★
慰
霊
・平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う

★
慰
霊
・平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う

　

平和を誓うつどい
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